
津
久
井
郡
上
川
尻

村
の

農
業
経
営

津
久
井
郡
川
尻
村
は
、

津
久
井
郡
の

「
出
入
咽
喉
を
扼
」（
明
治
九
年
調
、

同
十
八
年
二

月
稿
「
川
尻
村
皇
国
地
誌

」『
神
奈
川
県
皇

国
地
誌
残
稿
』
下
巻
、

六
四
五
ペ

ー
ジ
。

）
す
る
交
通
の

要
衝
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

甲
州
街
道
吉
野
・

与
瀬
宿
は
じ
め
相
模
川

上
流
渓
谷
の

諸
村
や
、

支
流
道
志
川
渓
谷
の

諸
村
か
ら
横
浜
・

八
王
子
に

い

た
る

交
通
路
は
、

す
べ

て

川
尻
を
経
過
し
、

ま
た
、

前
述
し
た
よ
う

に
、

愛
甲
郡
厚
木
町
か
ら
中
津
川
に

沿
っ

て
、

半
原
あ
る
い

は
角
田
村
を
経
て

そ
れ
ぞ
れ
峠
を
越
え
、

津
久
井
郡
長
竹
・

根
小
屋
村
に

入
る
道
は
、

さ
ら
に

川
尻
を
経
て

八
王
子
に
い

た
る
。

こ
の

よ
う
に
、

川
尻
駅
は
、

津
久
井
郡
諸
村
と
、

横
浜
・

八
王
子
・

厚
木
と
を
結
ぶ

物
資
輸
送
路
の

結
節

点
を
な
し
て

い

る
。

総
戸
数
は
寄
留
を
含
め
、

四
一

八
戸（
寺
社
を
除
く
、

一

八
七
六
年
一

月
一

日

現
在

）、
農
家
の

多
く
は
、

何
ら
か
の

余
業
に

従
事
し

て

い

る
。

一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
調
「
川
尻
村
皇
国
地
誌
」
民
業
の

項
は
、

不
完
全
な
男
女
別
職
業
従
事
者
数
を
掲
げ
て

い

る
た
め
、

総
数
が
総
戸

数
と
合
致
し
な
い

が
、

整
理
す
る
と
（
表
一

－

一

六

）、

専
業
農
家
は
総
数
の

約
二

㌫
に

す
ぎ
ず
、

他
は
何
ら
か
の

営
業
に

従
事
し

て

い

る
。

そ
し

表1－16　1876（明治9）年津久井郡川

尻村男女別職業従事者（戸）数

注　1　1876（明治9）年調「川尻村皇国地誌」
より作成。

2　＊諸職とは，鍛冶・大工・建具職・屋根
職・桶職・畳職・木挽職・理髪職・足袋職
・傘職・提燈職・職猟で大工9人が最も多
い。

3　男合計63戸と159人、女合計373人とな
る。「戸」では複数の人が従事しているの
であろう。
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て
、

ほ
と
ん
ど
の

農
家
で

婦
女
子
は
、

養
蚕
・

紡
織
に

従
事
し
、

ま
た
農
間
織
物
業
を
営
む
男
子
四
九
人
を
数
え
る
。

こ

こ

で

も
、

養
蚕
・

製
糸
に

加
え
、

織
物
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

こ

の

よ
う
な
諸
営
業
の

発
展
に

よ
っ

て
一

定
の

富
の

蓄
積
が
も
た
ら
さ
れ
て

い

た
こ

と
は
、

慶
応
二

年
（
一

八
六

六
）
こ

こ

を
通
過
し
た
荻
野
山
中
陣
屋
襲
撃
の

浪
人
隊
が
、

上
川
尻
村
か
ら
三
五

〇
両
を
奪
い

取
っ

た
こ

と
か
ら
う
か
が
う
こ

と
が
で

き
る
。

こ

こ

は
維
新
期
に
は
上
下
二

村
を
な
し
、

こ

の

う
ち
右
の

上
川
尻
村
（
高
七
四
五
石
余
、

反
別
一

四
二

町
九
反
余
、

戸
数
約
二

〇
〇
戸
う
ち
農
家
一

九
〇
戸
）

に
つ

い

て
、

明
治
六
年
現
在
の

平
均
的
な
農
家
経
営
が
、

足
柄
県
行
政
の

参
考
と
し
て
、

同
村
副
戸
長
に

よ
っ

て

示
さ
れ
て
い

る
（『
資
料
編

』17

近

代
・

現
代
（

7

）
二

）。

こ

こ

で
モ

デ
ル

と
し
て

描
か
れ
た
農
家
は
、

五
人
家
族
で
、

主
人
と
、

父
・

子
供
（
合
わ
せ
て

成
人
男
子
一

人
分
の

労
働
に

見
積
る

）
と
が
農
業
に

従

事
す
る
。

持
高
三

石
九
斗
二

升
余
、

所
有
耕
宅
地
反
別
七
反
五
畝
、

水
田
は
ま
っ

た
く
持
た
な
い

自
作
農
で

あ
る
。

養
蚕
・

製
糸
を
自
家
で

営
み
、

繭
は
す
べ

て

糸
に

挽
か
れ
、

糸
の

販
売
が
現
金
収
入
の

約
半
ば
を
占
め
る
。

機
織
は
行
っ

て
い

な
い

（
表
一

－

一

七

）。

畑
は
、

麦
－
雑
穀
、

麦
－
大

豆
ま
た
は
芋
と
い

う
作
付
体
系
を
持
ち
、

収
穫
物
は
す
べ

て

自
家
食
料
に

供
さ

れ

る
。

他
に

居
屋
敷
（
一

畝
）
に

付
属
し
た
畑
（
庭
畑
）
四
畝
が
あ

り
、

桑
苗
や
日
々

の

野
菜
（
冬
作
に

菜
・

ね
ぎ
、

夏
作
に

大
根
・

ご
ぼ
う
・

芥
子
・

に

ん
じ
ん
な
ど

）
等
雑
多
な
も
の

が
自
家
用
に

栽
培
さ
れ
る
。

と
こ

ろ

が
、

右
の

耕
宅
地
七
反
五

畝
に
は
桑
も
植
え
付
け
ら
れ
、

桑
葉
が
養
蚕
用
に

約
一

六
駄
ほ
ど
採
取
さ
れ
る
。

こ

れ
は
、

特
に

桑
園
を
仕
立
て

る
こ

と

な
く
、

畑
の

四
囲
・

畦
畔
な
ど
に

植
え
ら
れ
た
桑
樹
か
ら
桑
葉
を
採
取
し
、

そ
れ
が
「
壱
反
歩
の

桑
凡
弐
駄
余
と
見
積
」
り
、

約
一

六
駄
と
な
り
、

こ

れ
に

見
合
う
養
蚕
を
し
て

い

る
の

で

あ
る
。

茶
樹
も
ま
た
、

右
の

耕
宅
地
の

う
ち
に

栽
培
さ
れ
、

自
家
用
に

供
さ
れ
る
。

し
か
し
、

茶
樹
は

年
々

成
長
し
て

採
葉
量
が
増
え
、

自
家
消
費
量
を
超
過
す
る
よ
う
に

な
り
、

こ

れ
を
販
売
し
て

年
一

円
を
得
る
と
し
て

い

る
。

ま
た
、

燃
料
用
の

粗
朶
は

冬
期
一

－
三

月
の

う
ち
休
日
を
除
く
七
二

日

間
に
一

日
二

束
ず
つ

計
一

四
四
束
を
山
か
ら
採
取
す
る
。

毎
日

半
束
ず
つ

消
費
す
る
と
三

六
束
不
足
す

る
が
、

こ

の

分
は
桑
の

「
こ

き
柄
」（
葉
を
採
取
し
た
後
の

枝
）
で

補
充
す
る
。

そ
し
て
、

年
間
二

か
月
の

燃
料
に

収
穫
し
た
麦
や
雑
穀
の

も
み
が
ら
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を
あ
て
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

さ
ら
に

三

〇
束
が
残
り
、

こ

れ
を
販
売
し
て

五

〇
銭
を
得
る
。

薪
は
、

入
会
山
か

ら
採
取
さ
れ
、

採

取
量
は
山
の

広
さ

に
よ
っ

て
で

は
な

く
、

家
族
の

労
働

人
数
に

よ
っ

て

規

定
さ
れ
て

い

る
。

桑
・

茶
・

粗
朶

い

ず
れ
も
自
給
を

目
的

と

す
る

畑

作
、

山
野
利
用
を

崩
す
こ

と
な
く
、

表1－17　1873（明治6）年津久井郡上川尻村のモデル農家

注　「明治6年12月農民一戸一ケ年稼暮方概積　相模国津久井郡上川尻村」より作成
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剰
余
の

分
を
販
売
に

あ
て

て
い

る（
桑
の

ば
あ
い

は
自
給
用
畑
地
の

余
地
の

利
用
）。
表
で

仮
に

「
農
間
稼
」
と
し
た
の

は
、

必
ず
し
も
現
実
に

賃
仕
事
に

出
る
こ

と
を
想
定
し
て
は
い

な
い
。

「
年
中
雨
風
の

休
日
の

稼
有
と
見
」
て

三

円
、

農
業
に

従
事
す
る
七
か
月
の

間
、

農
業
従
事
者
二

人
と
し
て
、

の
べ

五

八
人
半
、

手
間
が
あ
く
勘
定
に

な
る
。

こ

の

分
ほ
か
で

何
ら
か
の

稼
ぎ
を
す
る
と
し
て
五

円
八
五
銭
、

女
房
の

年
中
の

稼
ぎ
が
七
円
と
計
算

し
、

一

五

円
八
五
銭
の

稼
ぎ
を
見
込
ん
で

い

る
。

す
な
わ
ち
、

働
け
る
家
族
の

す
べ

て

が
、

農
業
・

養
蚕
の

な
い

日

も
草
鞋
作
り
等
の

家
内
作
業
や

賃
仕
事
な
ど
で

稼
ぎ
を
す
る
と
仮
定
し
て
の

収
入
で
あ
る
。

し
た
が
っ

て

確
実
な
現
金
収
入
は
、

養
蚕
－
製
糸
の

収
入
だ
け
で

あ
る
が
、

と
に

か
く

も
、

こ

の

農
家
で

は
年
三

五

円
一

銭
の

現
金
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

し
か
し
、

必
要
や
む
を
え
ぬ

現
金
支
出
が
一

方
に

存
す
る
。

地
租
・

村
入

費
の

三

円
六
八
銭
、

前
述
自
給
的
農
業
維
持
の

た
め
の

購
入
肥
料
代
一

七
円
二

六
銭
三

厘
、

養
蚕
の

必
要
経
費
－
種
紙
代
三

円
七
五

銭
、

さ
ら
に

自

給
的
生
活
の

補
完
と
し
て

家
屋
根
の

修
理
代
、

「
年
中
下
駄
・

草
り
・

足
袋
・

手
拭
・

鼻
紙
・

髪
ゆ
い
・

義
理
等
」
や
塩
購
入
の

た
め
の

現
金
支
払
い
、

九

円
六
五
銭
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ

の

現
金
収
支
の

差
引
で

六
六
銭
七
厘
の

剰
余
が
出
る
が
、

こ

れ
は
「
学
校
又
は
衣
服
等
の

手
当
て

」
に

あ
て

ら

れ
る
。

む
し
ろ
生
活
の

必
要
経
費
で

あ
ろ
う
。

さ
き
の

「
農
間
稼
」
の

収
入
が
な
く
、

ま
た
天
候
不
順
・

糸
価
の

低
落
等
で

糸
代
金
が
減
収
す
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
、

こ
の

農
家
の

自
給
的
生
活
に

破
綻
が
生
ず
る
。

こ
の

農
家
経
営
を
、

養
蚕
・

製
糸
部
門
の

現
金
収
入
の

大
き
さ
の

み
に

注
目
す
れ
ば
、

商
品
生
産
経
営
と
み
る
こ

と
も
可
能
で

あ
る
。

自
給
に

供
さ
れ
る
そ
の

他
の

農
産
物
す
べ

て
の

貨
幣
換
算
額
は
三

四
円
三

四
銭
三

厘
、

生
糸
販
売
を

は
じ
め
と
す
る
現
金
収
入
額
は
三
五

円
一

銭
で
、

こ

の

農
家
の

総
収
入
の

半
ば
以
上
が
、

現
金
で

の

収
入
と
い

う
計
算
で
あ
る
。

し
か
し
、

右
の

よ

う
に

経
営
の

機
構
に

ま
で

立
ち
入
っ

て

み
る
と
、

自
給
的
な
体
制
は
、

養
蚕
－
製
糸
等
の

商
品
生
産
に

よ
っ

て

崩
れ
て

は
い

な
い
。

現
に
、

こ

の

農

家
の

主
食
に

は
、

自
家
で

収
種
し
た
麦
・

雑
穀
が
あ
て

ら
れ
、

不
足
分
（
一

か
月
分
）
は
、

や
は
り
自
家
産
の

芋
に
よ
っ

て

補
わ
れ
て

い

る
。

養
蚕
－

製
糸
に

よ
る
現
金
収
入
は
、

米
な
ど
の

食
料
の

購
入
を
可
能
に

す
る
ま
で

に
は
い

た
ら
ず
、

辛
う
じ
て
、

自
給
的
な
生
活
を
維
持
す
る
に

役
立
っ

て

い

る
の

で

あ
る
。
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さ
き
の

表
一

－

一

七
を
改
め
て

み
る
と
、

こ

の

よ
う
な
農
家
の

モ

デ
ル

は
、

高
座
郡
畑
作
諸
村
に

も
ほ
ぼ
適
用
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。

一

八
八
三

（
明
治
十
六

）年
調
査
で

は
、

高
座
郡
矢
部
新
田
村
の

「
貧
民
の

常
用
食
物
の

種
類

」
は
、

「
食
物
粟
・

麦
尤
も
多
し
、

芋
・

甘
藷
こ

れ
に

次
く
、

野

菜
は
蘿
蔔
の

類
」
で

あ
っ

て
、

津
久
井
郡
上
川
尻
村
の

場
合
と
ほ
ぼ

同
じ
で

あ
る
。

開
港
後
の

養
蚕
・

製
糸
の

発
展
が
、

県
下
で

最
も
著
し
い

こ

の

地
帯
で
、

一

般
的
農
家
の

商
品
生
産
度
は
、

幕
末
・

維
新
期
に
は
ほ
ぼ
以
上
の

よ

う
な
も
の

で

あ
っ

た
。

愛
甲
郡
中
津
川

沿
い

の

諸
村

厚
木
町
か
ら
中
津
川
を
遡
上
し
て
、

津
久
井
郡
境
に
い

た
る
間
の

両
岸
に

所
在
す
る
諸
村
で

も
、

養
蚕
・

製
糸
の

展
開
が
み
ら

れ
る
。

表
一

－

一

八
に

掲
げ
た
一

〇
か
村
の

う
ち
、

田
代
・

下
川
入
村
以
外
は
、

い

ず
れ
も
主
食
の

米
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

畑
地
勝
ち
の

村
で

あ
る
。

し
か
し
、

前
述
高
座
・

津
久
井
の

畑
作
村
と
異
な
り
、

繭
・

生
糸
・

織
物
の

ほ
か
林
産
物
を
中
心
に

多
様
な
産
物
の

商
品
化
が
み
ら
れ
る
。

な
か
で

養
蚕
・

製
糸
は
、

収
穫
し
た
繭
を
ほ
と
ん
ど
す
べ

て

生
糸
に

し
て

販
売
す
る
村
と
、

繭
の

ま
ま
販
売
す
る
村
と
に

わ

か
れ
、

前
者
の

な
か
に

は
、

さ
ら
に

織
物
業
が
発
展
し
て

い

る
村
が
あ
る
。

半
原
村
で

は
、

木
綿
を
原
料
と
す
る
男
女
帯
地
の

生
産
も
な
さ
れ
て
い

る
。

養
蚕
・

製
糸
の

規
模
は
、

前
述
養
蚕
・

製
糸
に

現
金
収
入
の

ほ
と
ん
ど
を
求
め
て

い

る
高
座
郡
畑
作
村
よ
り
も
小
さ
い
（
表
一

－

一

八

）。
た
だ

し
、

こ

の
一

八
七
三（
明
治
六

）
年
の

数
値
は
、

一

八
七
五
年
の

額
が
わ
か
る
田
代
・

三

増
村
に
つ

い

て
み
る
と
き
わ
め
て

少
な
く
、

過
少
表
示
の

疑

い

が
濃
い

が
、

一

八
七
五

年
の

糸
価
で

推
計
す
る
と
、

田
代
村
で
一

戸
当
た
り
平
均
一

三

円
九
七
銭
、

三

増
村
で
一

九
円
二

五

銭
と
な
る
。

ま
た
、

一

八
七
四
年
の

繭
価
で

推
計
す
る
と
、

主
に

繭
の

ま
ま
で

販
売
す
る
村
の
一

戸
当
た
り
平
均
収
入
は
一

四
円
を
超
え
な
い
。

な
お
、

こ

の
一

戸
当
た

り
は
、

村
の

全
戸
数
（
社
寺
は
除
く
）
で

除
し
た
平
均
値
で
、

養
蚕
・

製
糸
農
家
一

戸
当
た
り
平
均
を
求
め
れ
ば
、

多
額
に

な
る
。

ま
た
、

織
物
は
、

一

八
七
三

年
の

表
で

は
半
原
村
で
の

み
掲
上
さ
れ
て
い

る
が
、

一

八
七
五
年
資
料
で

は
、

田
代
・

三

増
村
に

も
生
産
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
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表1
－18

　1873

（
明
治6

）
年
愛
甲

郡
角
田
村
外9

か
村
に
お
け
る

産
物
の
販
売
量

注
　1

　
各
村
「
明
治7

年1

月

物
産
書
上

」（
愛
川
町

大
矢
ゑ
ひ
家
蔵
）
よ
り

作
成
。

但
し
，

下
荻
野
村
は
明
治6

年3

月

調
、

明
治5

年
分
，

厚
木
市
下
荻
野

難
波
武
治
家
蔵
。

2

　
（
　
）
内
は
商
品
化
率
を
示
す
。

単
位
パ
ー
セ
ン

ト

。

©神奈川県立公文書館



田

代

村

と

三

増

村

以
上
の

概
観
を
補
う
た
め
、

水
田
が
多
く
、

米
の

販
売
が
み
ら
れ
る
田
代
村
と
、

水
田
を
全
く
も
た
な
い

三

増
村
と
の

生
産
物
構

成
を
一

八
七
五（
明
治
八

）年
に
つ

い

て

対
比
す
る
（
表
一

－

二
一

・

一

－

二

二

）。
田
代
村
で

は
二

戸
の

酒
造
家
と
三

戸
の

醤
油
醸

造
家
が
あ
っ

て
、

計
四
二

七
四
円
を
生
産
・

販
売
し
、

他
に

漁
家
・

水
車
営
業
・

鍛
冶
屋
・

豆
腐
屋
・

菓
子
屋
な
ど
の

諸
営
業
が
あ
り
、

こ

れ
ら
に

よ
る
販
売
額
は
、

推
計
で

村
の

産
物
販
売
総
額
の

半
ば
以
上（
五
三

㌫

）に
達
し
て
い

る
。

こ

れ
を
除
け
ば
、

生
糸
・

織
物
の

販
売
（
約
二
一

〇
〇
円

）

が
最
も
多
く
、

貫
材
・

板
・

薪
な
ど
の

林
産
物
が
こ

れ
に

次
ぐ
。

米
の

販
売
額
は
、

さ
し
た
る
額
で

は
な
い
。

同
村
で

は
、

総
戸
数
の

約
七
〇
㌫
に

あ
た
る
農
家
が
養
蚕
を
い

と
な
ん
で

い

る
が
、

そ
の

規
模
は
、

ほ
と
ん
ど
が
繭
販
売
量
三

貫
以
下
で

あ
る
（
表
一

－

二

三

）。
前
述
津
久
井
郡
上
川
尻

村
の

平
均
的
農
家
の

養
蚕
規
模
は
、

収
繭
量
三

貫
三

七
五
目
で

あ
っ

た
が
、

田
代
村
養
蚕
農
家
の

九
五

㌫
は
、

そ
れ
を
下
回
っ

て

い

る
。

田
代
村
の

養
蚕
農
家
は
、

こ

の

繭
を
す
べ

て

自
家
で

糸
を
挽
い

て

販
売
し
て

い

る
の

で

あ
る
。

こ

の

田
代
村
の

養
蚕
・

製
糸
規
模
は
、

こ

の

地

帯
諸
村
の

な
か
で

最
小
の

部
類
に

属
し
（
表
一

－

一

八

）、
一

方
、

水
田
を
基
盤
と
し
た
安
定
し
た
上
層
農
・

酒
造
家
の

存
在
が
み
ら

れ
る
。

こ

れ
に

対
し
、

三

増
村
で

は
、

大
き
な
酒
造
家
・

醤
油
醸
造
家

は
存
在
せ
ず
、

村
の

推
定
産
物
販
売
総
額
の

半
ば
（
四
九
㌫
）
を
、

生
糸
・

織
物
が
占
め
、

小
麦
粉
と
薪
・

炭
・

建
具
そ
の

他
林
産
物

が
こ

れ
に

次
ぐ
。

同
村
で

は
一

戸
当
た
り
平
均
収
繭
量
は
、

四
貫

一

三

七
目
（
た
だ
し
一

八
七
五
年
）
で
、

表
一

－

一

八
諸
村
と
較
べ

表1－19　1873年愛甲郡角田村外4か村1戸当
たり製糸量

注　1　原資料は表1－18と同じ。
2　戸数は「皇国地誌」による。

表1－20　1873年1戸当たり収繭量

注　1　原資料は表1－18と同じ。但し，田代村は1874
（明治7）年1月「繭出来高下調書上」。下荻野村
は表1－18の資料による。

2　○印は繭のまま販売する村を示す。
3　（　）は養蚕農家1戸当たり収繭量。
4　〔　〕は価額。
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表1－21　1875（明治8）年愛甲郡田代村物産（価額表示）
〔〕内数字は推定販売額

注　「明治15年田代村皇国地誌」による。但し1876（明治9）年1月1日調。
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表1－22　1875年愛甲郡三増村物産（価額表示）

注　1　原資料は表1－18と同じ。

2　〔　〕内は推定販売額。
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て

き
わ
め
て

多
く
、

や
は
り
、

そ
の

す
べ

て
が
自
家
で

糸
に

挽
か
れ
る
。

そ
の

技
術

が
な
お
低
度
で

あ
っ

た
こ

と
は
、

生
産
さ
れ
た
生
糸
に

対
す
る
熨
斗
糸
、

玉
糸
、

皮

剝
糸
の

高
い

比
率
が
物
語
っ

て

い

る
。

同
村
で

は
、

こ

の

熨
斗
糸
で

織
物
を
作
っ

て

い

た
。

一

戸
当
た
り
の

平
均
製
糸
量
は
、

当
然
の

こ

と
な
が
ら
田
代
村
よ
り
多
い
。

こ

の

村
で
の

養
蚕
規
模
は

明
ら
か
で

は
な
い

が
、

水
田
に

乏
し
く
（
水
田
一

七
町
、

畑
一

二
一

町
）、

三

増
村
と
同
様
主
食
の

米
を
ほ
か
か
ら
購
入
し
て
、

一

戸
当
た
り
収

繭
量
で

も
同
村
を
し
の

ぐ
下
荻
野
村（
旧
荻
野
山
中
藩
陣
屋
所
在
地
）
で

は
、

田
代
村
と

鋭
い

対
照
を
な
し
て

い

る
（
表
一

－

二

三

）。
下
荻
野
村
で

は
三

増
村
と
こ

と
な
り
、

と

れ
た
繭
は
そ
の

ま
ま
す
べ

て

販
売
さ
れ
る
。

そ
の

販
売
規
模
を
同
村
の

養
蚕
農
家
七

一

戸
（
販
売
総
額
か
ら
推
し
て

同
村
の

養
蚕
農
家
の
一

部
と
み
ら
れ
る

）
に
つ

い

て
み
る
と
、

同
村
名
主
難
波
武
平
家
の

二
一

貫
を
頂
点
に
、

三

貫
以
上
の

繭
販
売
農
家
が
五
五

戸
（
全
体
の

七
七
㌫
）
も
あ
る
。

難
波
武
平
家
の

売
却
高
は
一

〇
五
円
で
、

米
に

し
て

約
二
一

石
、

同
村
の

中
田
小
作
米
額
、

反

当
一

石
二

斗
一

升
五
合
（
明
治
六
年
四
月
「
田
畑
山
林
屋
館
地
代
金
小
作
入
費
貢
米
永
控
帳

下
荻
野
村
宿
」
厚
木
市

難
波
武
治
家
文
書
）で
換
算
す
る
と
、

一

町
七
反
三

畝
の

小
作
地
か
ら
の

所
得
に

匹
敵
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、

養
蚕
の

場
合
苛
酷
な
労
働
を
経
て

の

収
入
な
の

で

あ
る
が
。

ま
た
、

二

五

円
七
四

銭
余
と
い

う
平
均
的
な
養
蚕
農
家
で

は
、

米
五

石
一

四
八
の

収
入
と
同
額
で
、

反
収
一

石
五
九
四
（
田
代
村
の

ば
あ
い

）
と
し
て
、

約
三

反
二

畝
余
の

水
田
を
自
作
す
る
に
ひ
と
し
い
。

し
か
し
、

養
蚕
・

製
糸
は
、

水
田
耕
作
と
こ

と
な
り
、

天
候
や
市
場
変
動
の

影
響
を
う
け
る
こ

と
多
く
、

経
営
は
著
し
く
不
安
定
で

あ
る
。

と
こ

ろ
が
、

上
述
愛
甲
郡
諸
村
で

は
、

か
か
る
繭
・

生
糸
収
入
を
補
う
林
産
物
収
入
が
存
在
し
て

い

る
。

も
ち
ろ
ん
、

こ

れ
は
、

他
の

山
間
部
諸
村
で

も

表1－23　愛甲郡田代・下荻野村養蚕

規模別農家数（1873・74年）

注　下荻野村は原資料表1－24と同じで村の1部
のみの数字である。田代村は表1－18と同
じ。但し，繭1枚を300目に換算した。
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同
様
だ
が
、

一

般
に
、

雑
木
山
か
ら
採
取
す
る
薪
炭
が
主
な
販
売
林
産
物
で

あ
る
の

に

対
し
、

こ

こ

で

は
、

用
材
山
か
ら
伐
木
に

よ
っ

て

貫
材
・

松

板
・

杉
板
・

椹
板
、

さ
ら
に

は
手
桶
・

た
ら
い
・

樽
・

障
子
な
ど
が
作
ら
れ
、

総
販
売
量
は
さ
し
て

大
き
く
は
な
い

が
、

安
定
し
た
現
金
収
入
を
村

に

も
た
ら
し
て

い

る
。

こ

の

こ

と
の

背
後
に
は
、

さ
し
て

深
く
な
い

山
で
、

村
内
で

加
工

す
る
所
要
量
に

応
じ
、

一

定
量
の

木
材
を
年
々

伐
採
し
つ

つ
、

用
材
林
を
維
持
す
る
努
力
が
と
も
な
っ

て
い

る
。

こ

う
し
た
林
産
物
収
入
が
、

農
家
経
営
の

安
定
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

さ
て
、

以
上
、

愛
甲
郡
中
津
川
沿
い

諸
村
で

商
品
化
さ
れ
た
物
産
は
、

多
く
八
王
子
宿
へ

向
け
運
ば
れ
た
。

三

増
村
で

は
、

「
雑
穀
・

木
材
・

薪

炭
・

蔬
菜
等
は
厚
木
町
へ

、

繭
糸
・

織
物
・

製
茶
等
は
武
州
多
摩
郡
八
王
子
駅
及
横
浜
へ

輸
送
し
、

酒
類
は
村
内
及
近
村
の

も
の

に

売
却
す
」、

田

代
村
で

は
、

「
繭
糸
・

織
物
・

竹
木
・

薪
炭
・

米
穀
・

茶
・

川
魚
等
は

武
州
八
王
子
駅
及
高
座
郡
上
溝
村
或
は

東
京
厚
木
町
等
へ

輸
送
」（
明
治
九

年
一

月
一

日
調
、

「
皇
国
地
誌
」『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
』
下
巻
、

六
〇
四
ペ

ー
ジ

）

さ
れ
た
。

他
の

諸
村
も
ほ
ぼ

同
じ
で

あ
ろ
う
。

八
王
子
へ

の

運
輸

は
、

志
田
峠
ま
た
は
三

増
峠
を
経
て

津
久
井
郡
長
竹
・

根
小
屋
か
ら
、

川
尻
に

出
て

八
王
子
に
い

た
る
道
路
に

よ
っ

た
。

こ

の

道
路
は
、

ま
た
、

県

西
部
と
八
王
子
と
を
結
ぶ

経
路
で

も
あ
っ

た
。

一

八
七
三（
明
治
六
）
年
、

八
菅
村
で
、

農
間
荷
継
渡
世
を
営
む
大
野
平
七
の

届
書
（
明
治
六
年
十
二

月

二

十
八
日
。

二

十
七
日
付
足
柄
県
権
令
あ
て

「
届
書
」
愛
川
町

大
矢
ゑ
ひ
家
文
書
）
は
、

当
八
菅
村
ヨ

リ
西
之
方
曽
屋
村
迄
五
里

一

　
人
足
壱
人
　
金
弐
拾
四
銭

一

　
馬
壱
疋
　
金
三

拾
七
銭
五
厘

当
八
菅
村
ヨ

リ
北
之
方
八
王
子
迄
五
里

一

　
人
足
壱
人
　
金
弐
拾
四
銭

一

　

馬
壱
疋
　
金
三

拾
七
銭
五
厘

右
ハ

当
国
産
物
煙
草
・

水
油
等
ヲ

曽
屋
村
荷
主
方
ゟ
附
出
シ
、

八
王
子
道
通
リ
当
八
菅
村
私
方
ヘ

継
来
リ
、

夫
レ

ゟ
北
之
方
八
王
子
買
主
方
ヘ

継
送
リ
申
候
…
…

と
の
べ
、

ま
た
、

同
年
角
田
村
農
間
荷
継
渡
世
斉
藤
長
吉
の

「
届
書
」（
前
掲
大
矢
家
文
書
）
は
、
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当
角
田
村
ヨ

リ
南
ノ

方
神
戸
村
迄
五
里

（
人
馬
賃
銭
前
に

同
じ
に
つ

き
略
）

当
角
田
村
ヨ

リ
北
ノ

方
八
王
子
迄
四
里

一

　
人
足
壱
人
　
金
十
九
銭
弐
厘

一

　

馬
壱
疋
　
金
三

十
銭

右
ハ

当
国
産
物
橙
密
等
ヲ

曽
我
国
府
津
ノ

地
ヨ

リ
附
出
シ
、

伊
勢
原
道

ヲ

継
来
リ
、

南
ノ

方
神
戸
村
農
間
荷
継
渡
世
万
屋
与
吉
ヨ

リ
、

当
角
田
村

私
方
ヘ

継
来
リ
、

夫
レ

ヨ

リ
北
ノ

方
八
王
子
買
主
ヘ

継
送
リ
申
候
…
…

と
あ
っ

て
、

こ

の

道
路
を
経
て
、

県
西
部
の

名
産
が
八
王
子
へ

運

ば
れ
て
い

た
こ

と
を
示
し
て

い

る
。

下
荻
野
村
で

売
却
さ
れ
た
繭

の

行
先
を
表
一

－

二

四
・

一

－

二

五
で

示
す
。

一

八
七
四
年
、

下

荻
野
村
の

養
蚕
農
家
七
一

戸
（
延
べ

七
三

戸
）
の

繭
は
、

四
二

人

の

者
に

売
却
さ
れ
た
。

う
ち
二

六
人
、

代
金
で

九
九
一

円
余
（
全

体
の

五
五
㌫
）は
、

周
辺
の

愛
甲
郡
諸
村
の

者
が
購
入
し
て

い

る
。

購
入
は
、

平
均
二

戸
程
度
の

農
家
か
ら
、

そ
の

年
の

繭
全
部
を
買

い

入
れ
る
形
を
と
る
が
、

遠
隔
地
か
ら
訪
れ
る
購
入
者
に

く
ら
べ
、

少
額
を
安
価
で

買
い

入
れ
て
い

る
。

彼
ら
は
、

自
村
で

の

製
糸
に

不
足
す
る
分

の

購
入
と
、

他
へ

の

転
売
に

従
事
す
る
農
間
仲
買
人
と
み
ら
れ
る
。

他
郡
か
ら
繭
購
入
に

訪
れ
る
者
の

大
半
は
、

八
王
子
お
よ
び
そ
の

周
辺
の

製
糸

の

盛
ん
な
諸
村
（
片
倉
・

鑓
水
・

大
塚
村
）
か
ら
で
、

と
く
に

八
王
子
か
ら
は
八
名
の

商
人
が
来
て

計
四
二

二

円
余
（
購
入
総
額
の

二
三

㌫
）
を
買
い
、

ま
た
鑓
水
村
の

八
木
下
清
之
助
は
、

一

人
で

三

戸
の

農
家
か
ら
計
二

二

六
円
余
（
総
額
一

二
・

六
㌫
）
を
買
っ

て

い

る
。

ほ
か
の

仲
買
の

買
っ

た
繭
の

表1－24　1874年下荻野村産繭の購入者と購入量（1）

注　1874（明治7）年10月27日「繭貫目代金取調帳　愛甲郡下荻野村」

（厚木市難波武治家文書）より作成。代金，銭以下切捨て。
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か
な
り
の

部
分
が
八
王
子
へ

集
ま
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、

こ

の

地
帯
の

産
繭
の

ほ
と
ん
ど
が
、

同
地
と
周
辺
の

製

糸
地
帯
へ

向
け
ら
れ
て
い

た
こ

と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

こ

の

よ
う
に
、

愛
甲
郡
の

厚
木
町
以
北
中
津
川
沿
い

諸
村
は
、

主
要
な
物
産
、

繭
・

生
糸
・

織
物
の

商
品
化
を

通
し
て
、

八
王
子
と
経
済
的
に

強
く
結
ば
れ
て
い

た
。

一

方
、

三

増
村
の

場
合
が
示
す
よ
う
に
、

雑
穀
・

木
材
・

薪
炭
・

そ
さ
い

等
の

副
次
的
な
物
産
は
、

厚
木
町
へ

売
ら
れ
た
。

厚

木

町

と

周
辺
の

諸
村

厚
木
町
は
、

矢
倉
沢
・

八
王
子
・

大
山
な
ど
の

脇
往
還
、

お
よ
び
前
述
の

津
久
井
往
還
が
分
岐

す
る
愛
甲
郡
交
通
の

要
衝
で
、

物
貨
の

集
散
地
で

あ
っ

た
。

同
町
周
辺
の

水
田
地
帯
諸
村
で

商

品
化
さ
れ
る
米
は
す
べ

て
こ

こ

に

集
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

愛
甲
・

船
子
・

戸
室
・

恩
名
村
で

は
（「
皇
国
地
誌

」

明
治
九
年
一

月
一

日
調
の

部
分
に
よ
る
。

前
掲
『
残
稿

』
下
巻

）、
い

ず
れ
も
「
米
穀
類
は
厚
木
町
へ

輸
送
」（
船
子
村

）

さ
れ
て

い

る
。

そ
し
て

厚
木
町
に

集
め
ら
れ
た
「
米
穀
は
津
久
井
郡
へ

」
向
け
て

移
出
さ
れ
、

ま
た
「
香
魚
は
東

京
へ

、

繭
生
糸
は
武
州
八
王
子
駅
へ

輸
送
」
さ
れ
る
。

津
久
井
往
還
に

よ
っ

て
、

前
述
の

よ
う
に
、

木
材
・

薪
炭
・

鮎
・

雑
穀
な
ど
が
厚
木
町
へ

運
ば
れ
、

逆
に

米
穀
が
厚
木
町
か
ら
前
述
の

諸
村
や
津
久
井
郡
へ

向
け
て

運
ば
れ
て

い

く
。

さ
き
に
ふ

れ
た
よ
う
に
、

愛
甲
・

戸
室
・

恩
名
村
は
じ
め
厚
木
町
周
辺
の

水
田
地
帯
諸
村
で

も
、

繭
・

生

糸
が
作
ら
れ
て
い

る
が
、

こ

れ
ら
は
、

厚
木
を
経
て
、

八
王
子
往
還
は
通
ら
な
い
。

前
述
厚
木
以
北
諸
村
と
は
異

な
っ

た
経
済
圏
を
形
成
し
て

い

る
が
、

こ

こ

で

も
生
糸
の

直
接
横
浜
向
け
出
荷
は
み
ら
れ
ず
、

八
王
子
と
結
び
つ

い

て

い

る
の

で

あ
る
。

前
述
慶
応
三

年
（
一

八
六
七

）
荻
野
山
中
藩
陣
屋
を
焼
き
打
ち
し
た
浪
人
隊
の
、

こ

の

地
域
で

の

的
確
な
行
動

表1－25　下荻野村産繭の購入者と購入量（2）

注　原資料表1－24と同じ
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（
下
荻
野
村
周
辺
の

豪
家
か
ら
の

御
用
金
徴
収
、

人
足
・

駄
馬
を
多
数
徴
発
し
て
の

八
王
子
へ

の

退
去
等

）
は
、

以
上
に
の
べ

た
こ

の

地
帯
の

事
情
を
知
悉
す
る

地
元
の

者
の

手
引
き
な
く
し
て

は
不
可
能
で

あ
っ

た
ろ
う
。

注（1）
　
農
家
数
が
不
明
な
の

で
、

原
表
が
米
の

自
用
費
消
額
算
出
に

用
い

た
人
数
に
よ
っ

て
、

一

人
当
た
り
生
産
額
を
求
め
た
。

（2）
　
こ

の

よ
う
な
方
式
が
高
座
郡
で
一

般
的
だ
と
す
る
と
、

さ
き
に

繭
・

生
糸
産
額
は
重
複
す
る
と
し
て
、

生
糸
産
額
は
表
か
ら
除
外
し
た
表
一

－

一

の

数
値
は

産
繭
額
を
か
な
り
低
く
表
示
し
た
こ

と
に

な
る
。

（3）　「
上
溝
村
皇
国
地
誌

」『
相
模
原
市
史

』第
六
巻
四
一

二
ペ

ー
ジ
。

な
お
、

同
書
に

は
「
明
治
九
年
皇
国
地
誌

」
と
あ
る
が
、

明
治
十
二

年
の

誤
り
で

あ
る
。

（4）
　
こ

の

村
の

地
味
は
、

「
野
ハ

ク
ニ

シ

テ

其
質
至
テ
悪
、

且
肥
ノ

助
ヲ

以
諸
作
少
シ

ク
実
ノ

ル

ノ

ミ
、

如
斯
ノ

瘠
地
ナ
レ

ハ

旱
ニ

殆
ト

窮
ス

」（「
明
治
十
年
清

兵
衛
新
田
皇
国
地
誌

」『
相
模
原
市
史

』
第
六
巻
三

〇
ペ

ー
ジ

）
と
さ
れ
、

同
じ
台
地
上
の

近
村
に
比
し
て

も
さ
ら
に

劣
悪
で
あ
る
。

（5）
　
こ

の

村
の

地
味
は
「
其
色
黒
ク
壚
土
或
ハ

腐
壚
、

其
質
中
ノ

下
等
、

梁
菽
麦
蕎
麦
蕃
薯
及
ヒ

桑
茶
ニ

適
シ

蘿
蔔
ニ

可
ナ
リ
、

水
利
不
便
旱
ヲ

恐
ル

」（「
明
治

十
二

年
相
原
村
皇
国
地
誌

」『
相
模
原
市
史

』
第
六
巻
二

三
ペ

ー
ジ

）
と
あ
っ

て
、

前
記
清
兵
衛
新
田
と
比
べ

相
対
的
に

優
っ

て
い

る
。

（6）
　
小
山
村
の

ば
あ
い

も
同
様
「
男
皆
農
業
ヲ

務
ム
、

女
モ

又
農
業
ヲ

専
ラ
ニ

ス
、

尤
モ

糸
引
縫
織
等
其
間
ニ

セ

リ

」
と
あ
る
。

（7）
　
田
代
村
で
は
、

明
治
三

－
五
年
の

生
糸
生
産
額
が
わ
か
る
（
明
治
五
年
十
月
「
養
蚕
取
調
書
上

」
大
矢
ゑ
ひ
家
文
書

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
表
の
ご

と
く
年

々

急
速
に

増
大
し
て
い

る
が
、

そ
れ
に

し
て

も
一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
に
い

た
っ

て

生
糸
四
二

貫
、

糸
一

五
貫
に

急
増
し
た
と
は
考
え

に

く
い
。

な
お

「
繭
ニ

而
売
払
一

切
無
御
座
候
」
と
注
記
さ
れ
て
い

る
。

生

糸

　
屑

糸

明
治
三

年

　
六
貫
〇
〇
〇
目

　
四
貫
〇
〇
〇
目

四
年

　
七
貫
六
八
〇
目

　
五
貫
一

二

〇
目

五
年

　
一

一

貫
五
〇
〇
目

　
七
貫
六
〇
〇
目

六
年

　
一

五

貫
一

〇
〇
目

　
六
貫
三

四
〇
目

注
　
明
治
六
年
は
表
一

－

一

八
に
よ
る
。
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第
四
節
　
相
模
川
以
西
の

四
郡

一

　

大
住
・

淘
綾
郡
の

水
田
沿
海
地
帯

愛

甲

郡

と

の

対

比

相
模
川
右
岸
の

大
住
・

淘
綾
と
足
柄
上
・

下
四
郡
は
、

養
蚕
・

製
糸
が
ほ
と
ん
ど
展
開
し
て
い

な
い

と
い

う
点
で
、

こ

れ
ま
で

述

べ

て

き
た
諸
郡
と
明
確
に

異
な
る（
表
一

－

一

）。

こ

れ
は
、

大
住
郡
と
、

同
じ
く
相
模
川
右
岸
に

位
置
し
、

同
郡
に

隣
接
す
る
前

述
愛
甲
郡
と
を
対
比
し
て

も
明
白
で

あ
る
。

た
と
え
ば
、

大
住
郡
上
糟
屋
村
は
、

伊
勢
原
村
に

近
い

大
山
街
道
上
の

山
付
け
の

農
村
で
、

前
述
し
た

愛
甲
郡
厚
木
町
北
方
の

山
付
け
諸
村
と
、

さ
し
て

隔
っ

て

い

な
い
。

し
か
し
、

こ

こ

で

の

主
要
な
農
産
物
は
、

表
一

－

二

六
の

ご
と
く
で
、

養
蚕
は
、

明
治
三

年
（
一

八
七
〇

）
の

時
点
で

よ
う
や
く
「
近
来
試
中
」
（
表
一

－

二

六
と
同
じ
く
、

「
明
治
三

年
十
二

月
大
住
郡
上
糟
屋
村
明
細
帳
」
伊
勢
原
市

山
口

匡

一

家
文
書
）
で

あ
り
、

同
村
で

養
蚕
が
展
開
す
る
か
否
か
は
ま
だ
将
来
の

問
題
な
の

で

あ
る
。

花

水

川

水

田

地

帯

さ
ら
に

花
水
川
下
、

中
流
部
の

水
田
地
帯
に

位
置
す
る
淘
綾
郡
高
麗
村
・

大
住
郡
小
嶺
村
の

物
産
構
成
は
、

表
一

－

二

七
・

一

－

二

八
の

ご
と
く
で

あ
る
。

高
麗
村
は
、

大
磯
宿
に

近
い
、

水
田
の

少
な
い

村
で

あ
る
が
、

特
に

顕
著
な
商
品
作

物
は
な
く
、

し
か
し
、

雑
穀
の

栽
培
も
多
く
な
い
。

畑
で

は
麦
－
大
豆
、

麦
－
薩
摩
芋
、

そ

さ
い

の

作
付
が
支
配
的
で
、

結
局
、

麦
・

大
豆
・

芋
・

そ
さ
い

等
が
、

少
量
ず
つ

販
売
さ
れ
て

い

る
の

で

あ
ろ
う
。

こ

う
し
た
平
凡
な
農
村
に
、

酒
造
家
が
存
在
し
、

価
額
で

は
村
の

総
物

表1－26　明治3年大住

郡上糟屋村農産物

注　「明治3年12月村明細帳」
（山口匡一家文書）より作成
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産
額
の

三
四
㌫
余
の

酒
類
を
生
産
し
て

い

る
。

小
嶺
村
も
、

水
田
の

多
い

村
と
し
て

米
の

比
重
の

高
い

ほ
か
は
、

高
麗
村

と
ほ
ぼ
同
じ
農
産
物
構
成
で

あ
る
（
表
一

－

二

八
）。

こ

こ

で

も
特
別
の

商
品
作
物
は
な
く
、

米
の

ほ
か
、

小
麦
・

大
豆
が

商
品
化
さ
れ
て
い

る
。

と
く
に

小
麦
は
、

大
麦
を
一

方
で

は

ほ
か
か
ら
買
い

入
れ
な
が
ら
、

そ
の

多
く
を
販
売
し
て

い

る
。淘

綾

郡

沿

海

部

こ

の

両
村
の

周
辺
諸
村
の

農
業
も
ほ
ぼ
同

様
で

あ
ろ
う
。

淘
綾
郡
国
府
本
郷
村
で

は

そ
の

物
産
は
「
大
抵
村
内
各
家
の

自
用
に

消
費
す
、

其
内
甘

薯
・

蘿
蔔
（
大
根
）
・

麦
・

豌
豆
・

大
豆

は

小
田

原
・

大
磯

へ
、

網
縄
は
大
磯
・

平
塚
・

須
賀
・

南
湖
等
へ
、

魚
類
は
近

村
及
東
京
へ

輸
送
す
」
と
さ
れ
、

同
郡
国
府
新
宿
・

西
小
磯
等
も
魚
・

小
麦
・

大
豆
・

甘
薯
・

粟
等
が
大
磯
・

平
塚
へ

販
出
、

ま
た
寺
坂
・

生
沢
村

で

も
、

薪
・

米
・

大
豆
・

大
麦
・

甘
薯
・

粟
が
小
田
原
・

大
磯
・

二

宮
・

平
塚
等
へ

販
出
さ
れ
て

い

る
。

い

ず
れ
も
、

農
産
物
の

大
部
分
を
「
村
内

各
家
の

自
用
に

消
費
」
し
た
上
で
の

こ

と
で
あ
る
。

大
住
郡
四
之
宮
村
で
も
物
産
は
、

「
豆
・

麦
・

瓜
類
を
最
と
」
し
、

同
真
土
村
は
、

「
米
・

麦

・

粟
・

大
豆
を
産
」
す
る
。

八
王
子
往
還
上
の

四
之
宮
や
八
幡
村
と
こ

れ
に

接
す
る
真
土
村
で

は
、

商
品
化
さ
れ
た
こ

れ
ら
農
産
物
は
、

厚
木
町
ま

た
は
、

相
模
川
河
口
の

須
賀
村
へ

運
ば
れ
る
。

し
か
し
、

こ

れ
は
少
数
の

村
に

限
ら
れ
、

小
嶺
村
周
辺
の

下
吉
沢
・

大
島
・

丸
島
・

大
句
諸
村
の

物

表1－27　1874（明治7）年淘綾郡高麗村の物産

注　1　『物産表」（曽根田家文書）より作成。
2　そさいは胡麻・菜・茄子・牛蒡・大根・人参。
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産
は
、

す
べ

で
伊
勢
原
村
へ

輸
送
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

大
住
郡
の

相
模
・

花
水
川
に

は
さ
ま
れ
た
水
田
地
帯
・

沿
海
部
、

淘
綾
郡
の

大
部
分
の

村
々

で

は
、

特
定
の

商
品
作
物
栽
培
は
み
ら

れ
ず
、

男
は
主
に

農
業
に

従
事
し
、

女
は
「
農
間
木
綿
を
紡
績
し
て

布
を
織
り
以
て

自
用
に

供
す
」
る
自
給
的
生
活
を
基
礎
に

し
、

自
給
を
超
え
る

米
・

麦
・

大
豆
・

瓜
・

甘
薯
等
一

般
の

農
作
物
を
、

近
く
の

町
－
東
海
道
沿
村
で

は
、

平
塚
・

大
磯
・

小
田
原
・

須
賀
、

内
陸
諸
村
で

は
主
に

伊
勢

原
村
へ

販
売
し
て

い

た
。

八
王
子
往
還
上
の

限
ら
れ
た
村
を
除
い

て

は
、

厚
木
町
へ

は
ほ
と
ん
ど
出
荷
さ
れ
な
い
。

そ

し
て
、

伊
勢
原
村
へ

集
め
ら

れ
た
諸
物
産
は
、

そ
こ

で

消
費
さ
れ
、

一

部
は
伊
勢
原
村
の

物
産
「
大
小
麦
・

菽
・

粟
・

繭
糸
」
と
と
も
に

「
本
郡
須
加
港
・

大
山
町
・

津
久
井

郡
・

或
武
蔵
国
南
多
摩
郡
八
王
子
駅
へ

輸
送
」
さ
れ
て

い
っ

た
。

高

麗

村
の

農

具

市

以
上
の

よ
う
な
農
業
構
造
に

照
応
し
て
、

右
地
域

内
に

古
来
か
ら
小
規
模
な
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。

前
述
淘
綾
郡
高
麗
村
で

は
、

毎
年
祭
礼
の

日
に

農
具
・

種
物
の

市
が
立
つ
。

先
述
高
座
郡
上
溝
村
の

市
の

よ
う
に

遠
隔
地
か
ら
農
産

物
（
生
糸
・

繭
）
を
買
い

付
け
に

商
人
が
集
ま
る
市
で
は
な
い
。

…
…
毎
年
三

月
十
七
日
ゟ
十
九
日

迄
、

当
村
祭
礼
ニ

而
神
輿
麓
ゟ
登
山
、

十
八
日

農
具
市
と
相
唱
ひ
、

古
来
よ
り
農
道
具
・

種
物
等
商
ひ
い

た
し
、

高
麗
明
神
境
内
ゟ
往
還
百
姓
家
軒
下
通
り
商
人
売
物
出
し
、

近
郷
弐
、

三

里
村
々

之
百
姓
、

此
所
ニ

而
農
具
・

種
物
等
相
調
来
リ
候

と
い

う
近
郷
農
民
の

そ
の

年
の

農
業
を
始
め
る
に

さ
い

し
て
の

需

表1－28　1873年大住郡小嶺村の農産物

注　「御用留」（平塚市　福井よし子家文書）所
掲「癸酉産物表書上」より作成
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要
を
満
た
す
た
め
の

年
一

度
の

市
で

あ
る
。

注（

1

）
　
同
村
、

「
明
治
四
年
十
二

月

村
明
細
帳
」（
大
磯
町
　
曽
根
田
重
和
家
文
書
）
に
よ
れ
ば
、

「
農
間
稼
方
村
内
百
姓
之
内
酒
造
壱
軒
・

濁
酒
造
壱
軒
・

醤
油
造
壱
軒
・

質
屋
弐
軒
・

米
商
ひ
候
者
五
軒
・

油
商
ひ
壱
軒
・

居
酒
弐
軒
・

古
着
屋
壱
軒
・

こ

ん
に
ゃ

く
商
ひ
壱
軒
、

外
に

菓
子
ま
ん
ち
う
い

た
し
候
も
の

十
軒
、

其
外
百
姓
一

統
わ
ら
仕
事
、

女
は
木
綿
糸
業
仕
候
」

と
あ
る
（
引
用
文
中
傍
点
は
筆
者
）。

（

2

）
（

4

）
　
明
治
十
五
年
二

月
編
成
「
皇
国
地
誌
」、
た
だ
し
、

本
文
で

引
用
し
た
淘
綾
郡
「
物
産
」
の

部
分
は
、

「
明
治
九
年
一

月
一

日
調
」
と
注
記
さ
れ
て
い

る
（
前

掲
『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
』
上
、

下
巻
）。

大
住
郡
諸
村
の

ば
あ
い

は
こ

の

注
記
を
欠
く
が
、

同
様
明
治
初
年
か
ら
地
誌
編
成
時
点
を
通
し
て

変
わ
ら

な
い

事
実
を
掲
げ
て
い

る
と
み
て

差
し
支
え
な
い

で
あ
ろ
う
。

（
戸
数
・

人
口
・

馬
・

車
・

舟
の

数
は
、

明
治
九
年
一

月
一

日

調
と
注
記
さ
れ
て
い

る

）。

（3）
　「
大
住
郡
四
之
宮
村
皇
国
地
誌
」
中
「
民
業
」
に
お
い

て
は
他
の

諸
村
の

記
述
も
ほ
と
ん
ど
同
文
で

あ
る
。

二

　
内
陸
畑
作
地
帯

煙
草
作
地
帯
－
足
柄
上

郡
萱
沼
・

土
佐
原
村

大
住
郡
か
ら
一

部
足
柄
上
郡
に

わ
た
る
内
陸
畑
作
地
帯
は
、

特
産
物
と
し
て

煙
草
の

栽
培
が
み
ら
れ
る
。

煙
草
の

生
産

は
、

曽
屋
村
を
中
心
と
し
て

い

る
が
、

維
新
期
の

状
況
は
、

そ
の

外
縁
部
に
あ
た
る
足
柄
上
郡
萱
沼
・

土
佐
原
村
と
、

大
住
郡
土
屋
村
と
に
つ

い

て
の

み
知
り
う
る
（
表
一

－

二

九
－
一

－

三
一

）。

足
柄
上
郡
萱
沼
・

土
佐
原
村
は
、

水
田
が
ほ
と
ん
ど
な
く
米
を
購
入
し
て
い

る
山
村
で
あ
る
。

一

八
七
三
（
明
治
六
）－
七
四
年
の

数
値
・

掲
出
物

品
に

か
な
り
の

相
違
が
あ
る
が
、

大
豆
・

菜
種
・

芋
・

漆
、

炭
な
ど
が
、

わ
ず
か
ず
つ
、

近
村
や
せ
い

ぜ
い

下
郡
の

小
田
原
・

古
市
場
辺
り
ま
で

を
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対
象
と
し
て

売
捌
か
れ
て

い

る
。

こ

れ
は
、

さ
き
に

み
た
地
帯
の

諸
村
と
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、

こ

こ

で
は
、

さ
ら
に
、

生
産
額
で

総
農
産
物
価
額
中
三
二

㌫
を
占
め
る
ほ
ど
の

煙
草
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

商
品
化
さ
れ
る
農
産
物
中
で
の

煙
草
の

比
率
は
さ
ら
に

高
い

で

あ

ろ

う
。

そ

し

て
、

こ

の

煙
草
だ
け
は
、

東
京
・

神
奈
川
・

厚
木
と
い

う
遠
隔
地
へ

向
け
て

販
売
さ
れ
て
い

る
。

い

い

表1－29　1873（明治6）年足柄上郡萱沼・土佐原村の販売物産と販売量

注　1　「明治7年1月産物書上」（二宮町　安藤安孝家文書より作成）。
2　炭1俵は3貫500目一4貫。

表1－30　1874（明治7）年足柄上郡萱沼・土佐原村物産

注　1　1875（明治8）年「物産表」（安藤安孝家文書）より作成。
2　豆類は蚕豆・隠元豆・豌豆・大角豆・小豆。雑穀はソバ・粟・
黍・稗。そさい類は菜・大根・にんじん・ごぼう・里芋・薩摩芋
・茄子・葱・瓜・生姜・胡麻。野生動物は，野猪・鹿・狸・狸皮
・兎・山鳥・鳩。
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か
え
れ
ば
、

遠
隔
地
の

需
要
に

こ

た
え
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

初
め
て

右
の

よ
う
な
ま
と
ま
っ

た
面
積
の

煙
草
栽
培
が
成
り
立
っ

て
い

る
。

大

住

郡

土

屋

村

丘
陵
地
帯
に

属
し
、

右
村
と
は
自
然
条
件
が
か
な
り
異
な
る
大
住
郡
土
屋
村
の

場
合
も
、

農
産
物
商
品
化
の

構
造
は
、

ほ
ぼ

同
じ

形
で

あ
る
。

土
屋
村
は
、

淘
綾
郡
境
の

丘
陵
地
帯
に

あ
る
水
田
五
八
町
七
反
、

畑
一

七
町
六
反
、

山
林
八
四
町
一

反
（
う
ち
用
木
林

一

四
町
一

反
）、

戸
数
二
一

八
戸
の

村
で
あ
る
。

明
治
五
（
一

八
七
二

）、

六
年
で
は
、

か
な
り
数
値
が
異
な
る
が
、

米
の

ほ
か
、

普
通
畑
の

作
物
で
は

大
麦
・

小
麦
・

菜
種
・

大
豆
・

小
豆
が
販
売
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

村
に

は
二

戸
の

酒
造
家
が
、

五
六
〇
〇
石
の

清
酒
を
醸
造
し
て
お
り
、

村
で

商
品

化
さ
れ
る
米
の

す
べ

て
は
こ

の

酒
造
家
へ

売
却
し
た
も
の

で

あ
る
。

ま
た
、

大
麦
の

自
用
を
超
え
る
分
は
、

村
内
四
軒
の

水
車
稼
人
の

手
で
搗
麦
と

さ
れ
、

小
田
原
宿
へ

移
出
さ
れ
、

小
麦
・

大
豆
・

小
豆
は
、

小
田
原
宿
の

ほ
か
大
磯
宿
・

須
賀
村
あ
る
い

は
羽
根
尾
村
（
大
小
豆
の

み
）
へ

販
売
さ
れ

る
。

菜
種
は
農
家
一

戸
に
つ

き
ほ
ぼ
二

斗
が
自
家
用
の

油
に
あ
て

ら
れ
る
ほ
か
は
、

村
内
に
一

戸
あ
る
絞
油
稼
人
に

売
ら
れ
る
。

前
述
村
内
酒
造
家

が
造
っ

た
酒
・

焼
酎
も
ま
た
、

隣
村
の

ほ
か
曽
屋
村
・

伊
勢
原
村
と
い

う
大
住
郡
内
陸
部
の

主
要
町
部
と
、

山
西
村
、

平
塚
・

大
磯
・

小
田
原
な
ど

東
海
道
各
宿
村
へ

売
ら
れ
た
。

さ
ら
に

林
産
物
（
用
材
は
す
べ

て

自
家
用
で

薪
だ
け
が
商
品
化
さ
れ
て
い

る

）
も
ま
た
同
様
で
、

村
内
の

酒
造
家
や
絞
油
稼

人
、

隣
村
さ
ら
に
は
大
磯
・

平
塚
宿
へ

売
却
さ
れ
た
。

こ
の

よ
う
に
、

以
上
の

諸
物
産
は
、

す
べ

て

近
隣
町
村
を
対
象
に

商
品
化
さ
れ
て

い

る
。

相

模
川
以
西
四
郡
で
の

物
産
商
品
化
は
、

基
本
的
に

は
こ

う
し
た
構
造
を
な
し
て
い

る

た

め

に
、

他
地
域
と
は
、

明
瞭
に

異
な
る
農
業
構
成
を
保
持

し
、

独
自
の

経
済
圏
を
か
た
ち
づ

く
っ

て
い

る
の

で

あ
ろ
う
。

他
地
域
へ

移
出
さ
れ
て

ゆ
く
物
産
は
、

土
屋
村
に
つ

い

て

み
れ
ば
、

水
油
と
煙
草
だ

け
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

水
油
は
、

隣
村
の

ほ
か
、

藤
沢
宿
・

厚
木
町
・

八
王
子
町
へ

、

煙
草
は
、

主
要
な
集
散
地
で

あ
る
曽
屋
村
の

ほ
か
藤
沢
宿

へ

と
移
出
さ
れ
た
。

さ
き
に

藤
沢
宿
西
村
に
、

一

二

軒
の

莨
切
渡
世
が
存
在
す
る
（
明
治
四
年
）
こ

と
を
み
た
が
（
表
一

－

二

）、

彼
ら
が
加
工
す
る
葉

煙
草
は
、

大
住
郡
内
陸
畑
作
地
帯
か
ら
東
海
道
を
運
ば
れ
て

き
た
も
の

で

あ
っ

た
。

土
屋
村
で

も
、

村
内
一

戸
の

絞
油
業
者
に

よ
っ

て

売
却
さ
れ
る

水
油
は
別
と
し
て
、

煙
草
は
、

一

般
農
家
の

主
要
な
現
金
収
入
源
で

あ
っ

た
ろ
う
。
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明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
の

「
産
物
取
調
書
上
」
表
一

－

三
一

は
、

戸
別
調
査
で

は
な
く
、

作
物
別
に

作
付
反
別
一

反
当
た
り
、

ま
た
は
一

戸
当
た

り
の

収
量
、

作
物
に

よ
っ

て
は
一

戸
当
た
り
作
付
面
積
を
推
定
し
、

こ

れ
ら
か
ら
村
全
体
の

総
収
量
を
算
出
し
て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

右
「
産
物
取

調
書
上
」
か
ら
、

こ

れ
を
作
成
し
た
村
戸
長
（
副
区
長
を
兼
ね
る

）
が
想
定
し
た
同
村
の

平
均
的
農
家
の

姿
を
、

逆
に

明
ら
か
に

で

き
る
。

そ
れ
は
、

田
二

反
七
畝
、

畑
八
反
二

畝
、

計
一

町
九
畝
、

山
林
三

反
八
畝
を
所
有
す
る
表
一

－

三
二

の

ご
と
き
農
家
で

あ
る
が
、

こ
の

な
か
で

煙
草
の

作
付
面

表1－31　明治5（1872），6年大住郡土屋村の諸産物

注　1　明治6年3月，7年1月「産物取調書上」（蓑島家文書）より
作成。
2　雑穀は，大豆・小豆・大角豆・粟・黍・稗・胡麻・豌豆・ソバ。
そさいは，里芋・薩摩芋・大根・牛蒡・にんじん・茄子。1荷は
13貫。

3　薪木1駄は18把，およそ40貫。 4　（　）内数字は商品化率。
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